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3） 河川の維持管理に関する事項 

河川の維持・管理に関しては、洪水等による災害の発生の防止又は軽減、河川の適正

な利用、流水の正常な機能の維持及び河川環境の整備と保全の観点から、河川の有する

機能を十分に発揮させるよう適切に行うものとします。 

また、網津川の堤防、樋管等の河川管理施設の機能を確保するため、巡視点検、維持

補修等を適切に行います。 

なお、河川本来の機能及び整備により向上された機能を存続させ、その効用を十分に

発揮させ、また、豊かな河川環境を保全し、将来へと良好な形で引き継いでいくために

は、地域住民の理解と協力が不可欠です。従って、河川に関する情報を流域住民に幅広

く提供すること等により、河川愛護意識の定着と啓発、住民参加による河川の維持・管

理を推進します。 
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